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２Ｊ㸮㸳 
〇造業の➇தຊをᙉ化する「生⏘ᢏ⾡⤒Ⴀ」 

̿グローバル➇தຊᙉ化にࡴけたセンター・࣐ザー機能の一考察̿ 
 

 ル）㸪ࢶΎ㔝 Ṋᑑ㸦ᮾⰪ）㸪ி増 ಙ夫㸦セイコーインスۑ

  ᓊ本 一ᙪ㸦୕井金属㖔業）㸪⚄田 正明㸦୕⳻࣐テリアル）㸪 

上ᮧ Ṋ 㸦ᐩኈࢮロックス） 

 

㸯㸬࡟ࡵࡌࡣ 
 
新⯆ᅜ௻業のⴭしいᡂ㛗や、⡿ᅜのࣈࢧプライ

ローンၥ題を発➃としたୡ⏺的な⤒῭༴機な・࣒

ど、௻業をྲྀりᕳく環境はཝしい状ἣにある。ཝ

しい⤒Ⴀ環境の中、ᡃがᅜの〇造業にとって➇த

ຊ確保・持続的ᡂ㛗の活㊰を見出すことが重要課

題となっている。この重要課題に対して、画ᮇ的

なᢏ⾡やࣅジネスࣔデルによって新〇ရ・ࢧーࣅ

スを生ࡳ出し、新つᕷ場・事業を๰出する「バリ

ࣗー・イノ࣋ーࣙࢩン」、〇造業の኎上高や฼┈の

大༙を生ࡳ出している᪤Ꮡ・現行事業の⤒Ⴀຠ⋡

向上のための「プロセス・イノ࣋ーࣙࢩン」の同

時ᐇ現が重要である。 
「プロセス・イノ࣋ーࣙࢩン」ᐇ現に対しては、

「高ရ㉁・低コスト〇ရを短ᮇ間で生ࡳ出し、高

ຠ⋡に〇造・生⏘・㈍኎する」ことが重要課題の

㸯つであり、ᚑ来から本課題ゎỴに対して「生⏘

ᢏ⾡」の果たす࡭き役๭は大きい。また、「生⏘ᢏ

⾡」はḟୡ代࣓ࣔリーなどの㟁子デバイス分㔝、

新ᆺ二ḟ㟁ụなどのエネルギー分㔝、その他、様々

な機能ᐇ現の᰿ᖿとなるᮦ料・⣲ᮦ分㔝における

「バリࣗー・イノ࣋ーࣙࢩン」ᐇ現に対しても重

要となってきている。 
日本の〇造業において「生⏘ᢏ⾡」が、これま

で௨上に重要となってきている中、「ᢏ⾡⤒Ⴀ」の

研究やᩍ⫱プログラ࣒では、〇ရの性能・機能向

上・新機能を生ࡳ出す「〇ရᢏ⾡」が中心にᢅࢃ

れており、㺀生⏘ᢏ⾡㺁は「コンカレント・エンジ

ネジ࣓ントの一部として࣐アリング[1]㸪[2]」のࢽ

ྲྀり上ࡆられているに過ぎず、「生⏘ᢏ⾡」のどⅬ

からの㆟論は十分とはいえない。 
➹者らは、「ᢏ⾡⤒Ⴀ」の新たな研究㡿域として、

生⏘ᢏ⾡を対象とした「ᢏ⾡⤒Ⴀ」を「生⏘ᢏ⾡

⤒Ⴀ」と定⩏し、ᚑ来の「ᢏ⾡⤒Ⴀ」の研究㡿域

で十分な㆟論が行ࢃれていない「生⏘ᢏ⾡」特᭷

の課題、࣐ネジ࣓ント方法、アプローチ方法に関

する研究の重要性をᥦ᱌している[3]�[9]。 

「生⏘ᢏ⾡」特᭷の重要課題の㸯つとして、生

⏘ᣐⅬ㸦工場）のグローバル展㛤に対する࣐ネジ

࣓ントຊのᙉ化があࡆられる。なࡐならࡤ、多く

の日本の〇造業が、価᱁➇தに対ᛂするための安

価な労働ຊ活用や、ᕷ場がᣑ大するᆅ域࡬のタイ

リーな〇ရ౪給を目的に、これまでの日本ᅜ内࣒

での生⏘から中ᅜやᮾ༡アジアなどの新⯆ᅜ࡬の

生⏘ࣇࢩトをຍ㏿しているからである。 
日本の〇造業の多くは、ᾏ外の新ᣐⅬ・工場に

ᚲ要となるᢏ⾡㛤発、生⏘ラインの❧上ࡆ、ရ㉁、

生⏘性⥔持・向上のためのရ㉁・生⏘⟶理手法・

構築、生⏘現場のᨵၿ、ேᮦ⫱ᡂ等に代࣒ステࢩ

⾲されるᾏ外ᣐⅬをᨭ᥼する機能、すなࡕࢃ生⏘

ᢏ⾡の「センター・࣐ザー機能」を、コー࣏レー

ト部門やᅜ内の工場における生⏘ᢏ⾡部門にタ⨨

している場合が多い。しかし、センター・࣐ザー

機能を果たす࡭き生⏘ᢏ⾡部門は、これまでのᅜ

内工場での⤒験を基に、ᾏ外ᣐⅬでの短ᮇ的な課

題ゎỴにዑ㉮していることが多く、本来ᚲ要とさ

れる機能が十分に㆟論されないまま活動している

ケースが多い。また、௒ᚋ、ᅜ内生⏘が⦰ᑠし、

ᾏ外生⏘が一ᒙᣑ大していく動向を㚷ࡳると、ᅜ

内だけでなく、」ᩘの㏆㞄ᣐⅬをᨭ᥼するᾏ外࡬

のセンター・࣐ザー機能タ⨨もᚲ要となってくる

可能性もあるため、中ᮇ的などⅬに❧って、生⏘

ᢏ⾡のセンター・࣐ザー機能について㆟論・考察

しておくことが重要であると考えられる。 
そこで、本報告では、௒ᚋのᾏ外生⏘ᣐⅬのᣑ

大にࡴけて、日本の〇造業における生⏘ᢏ⾡のセ

ンター・࣐ザー機能について考察する。➨一に、

日本の〇造業の生⏘ᢏ⾡部門の࣐ネジャ࡬インタ

௒ᚋのᾏ外生⏘ᣐࡧー調査を行い、現ᅾおよࣗࣅ

Ⅼᣑ大にᚲ要である生⏘ᢏ⾡のセンター・࣐ザー

機能を抽出する。➨二に、インタࣗࣅー調査から

抽出した生⏘ᢏ⾡のセンター・࣐ザー機能の重要

ᗘ、⥭ᛴᗘと、機能ᐇ現のᐇ⦼をアンケート調査

し、生⏘ᢏ⾡のセンター・࣐ザーの機能ᐇ現のᐇ

態や、௒ᚋᙉ化す࡭き機能について考察する。 
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２㸬⏕⏘ᢏ⾡࣮ࢨ࣐࣭࣮ࢱࣥࢭᶵ⬟ࡢㄪᰝ 
 

日本の〇造業にとってᚲ要な、生⏘ᢏ⾡のセン

ター・࣐ザーの機能を明らかにするために、情報

機ჾ、精ᐦ機ჾ、ᮦ料、分析機ჾ、ᐙᗞ㟁ჾ等、

業種の異なる � 社の生⏘ᢏ⾡部門の࣐ネジャに、

現ᅾおよࡧ௒ᚋのᾏ外展㛤ຍ㏿にࡴけて、ᚲ要୙

可Ḟと考えられる生⏘ᢏ⾡のセンター・࣐ザーの

機能についてインタࣗࣅー調査を行った。 
インタࣗࣅー調査によって抽出した生⏘ᢏ⾡の

センター・࣐ザーの機能をᩚ理した結果、8 つの

機能に大別することができた。 
⾲ 1 に、インタࣗࣅーにより抽出した生⏘ᢏ⾡

のセンター・࣐ザー機能の 8 つの機能のᴫ要と、

代⾲的な機能をᩚ理した結果を♧す。

 
⾲㸯 生⏘ᢏ⾡のセンター・࣐ザー機能の調査結果 

 

機能 機能のᴫ要 代⾲的な機能 

1 
生⏘ᢏ⾡ 

㛤発 

新〇ရ・新ᮦ料における〇造プロセス・〇造法、

〇造性向上や現象ゎ明の手法・ࢶール、高生⏘

性ᐇ現のための〇造ライン・タഛ、 
生⏘ࢩステ࣒の㛤発 

新〇造プロセス・〇造法の㛤発 

手法・ࢶールの㛤発 

生⏘タഛ・ࢩステ࣒の㛤発 

2 
ヨస・ 

分析評価 

新〇ရの性能・ရ㉁・コスト評価や、構造、〇

造プロセス・〇造法をỴ定のための〇ရ・部ရ

のヨసおよࡧヨసရを用いた評価・分析 

〇ရ・部ရのヨస 

ヨసရの評価㸦分析） 

現象の分析・ゎ明 

3 
生⏘‽ഛ 

生⏘❧上ࡆ 

㛤発された〇ရを生⏘するためにᚲ要となる金

ᆺ・἞工ලタ計・〇స、生⏘ライン構築等の生

⏘‽ഛ、およࡧ生⏘❧上ࡆᨭ᥼ 

〇造プロセス・〇造法のᑟධ・㐺用 

金ᆺ・἞工ල・㐨ලの〇స・ᥦ౪ 

生⏘❧上ࡆ㸦ᨭ᥼） 

� デ᩿・ᨵၿ 
グローバル生⏘⟶理のための、生⏘ᣐⅬでの業

務、生⏘現場、ࢧプライࣖをྵめたရ㉁・生⏘

性向上のためのデ᩿・ᨵၿ 

業務プロセスのデ᩿・ᨵၿ 

生⏘現場のデ᩿・ᨵၿ 

 プライࣖのデ᩿・ᨵၿࢧ

5 
基‽・つ᱁ 
策定・ᩚഛ 

グローバルᶆ‽・プラット࢛ࣇー࣒㸦3)）化な

どの基‽・つ᱁の策定、基‽をもとにしたᶆ‽

化の᥎㐍 

基‽・つ᱁の策定 

部ရ・タഛのᶆ‽化 

プラット࢛ࣇー࣒化㸦᥎㐍） 

� 
情報཰集 

発ಙ・ၨⵚ 
生⏘ᣐⅬだけではධ手ᅔ㞴な㸦生⏘）ᢏ⾡ 
情報、社内外の情報の཰集と発ಙ 

ᢏ⾡情報の཰集・発ಙ 

社内情報の཰集・発ಙ 

他社情報の཰集・発ಙ 

7 
ᢏ⾡ 

ノウࣁウ 
保᭷・⵳✚ 

ᢏ⾡・ノウࣁウ・知見の文書・'% 等での保᭷・

⵳✚や知的㈈⏘化、ᢏ⾡流出㜵Ṇのための 
ᢏ⾡・ノウࣁウ・知見のࣈラック࣎ックス㸦%%）
化᥎㐍 

ᢏ⾡・ノウࣁウの %% 化 

生⏘ᢏ⾡の保᭷・⵳✚ 

ᢏ⾡ノウࣁウの知的㈈⏘化 

8 
ேᮦ⫱ᡂ 

ᩍ⫱ 
ᅜ内外の生⏘ᢏ⾡者、ᢏ能者およࡧ、ᣐⅬの㐠

Ⴀを行うための࣐ネジャ・⟶理者のᩍ⫱、⫱ᡂ 

生⏘ᢏ⾡者のᩍ⫱・⫱ᡂ 

ᢏ能者のᩍ⫱㺃⫱ᡂ 

 ネジャ・⟶理者の⫱ᡂ࣐
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３㸬⏕⏘ᢏ⾡࣮ࢨ࣐࣭࣮ࢱࣥࢭᶵ⬟ࡢ 
㔜せᗘ࣭⥭ᛴᗘ࣭ᐇ⦼ࡢㄪᰝ 

 
⾲ 1 に♧すインタࣗࣅー調査結果から、生⏘ᢏ

⾡のセンター・࣐ザー機能が多ᒱにΏっているこ

とがࢃかる。これらの生⏘ᢏ⾡のセンター・࣐ザ

ー機能の中で、特に重要どす࡭き機能およࡧ、〇

造業での機能ᐇ現のᐇ⦼を調査するために、8 つ

の機能を 3 つの代⾲的な機能に分㢮し、重要ᗘ、

⥭ᛴᗘとᐇ⦼について௨ୗのⅬᩘ௜けを行う㸦評

Ⅼする）方法にてアンケート調査をᐇ᪋した。 
�1� 重要ᗘ 

�㸸重要、3㸸やや重要、2㸸あまり重要でない、 
1㸸重要でない 
 

�2� ⥭ᛴᗘ 
�㸸高い㸦現ᅾᚲ要とされている） 
3㸸やや高い㸦௒ᚋ 1㹼2 年௨内にᚲ要となる） 

2㸸あまり高くない㸦3 年௨㝆にᚲ要となる） 
1㸸低い㸦ᚲ要性が低く計画・᳨ウしていな 

い） 
 

�3� ᐇ⦼ 
�㸸ዲ事౛や特ᚩ的な事౛がある 
3㸸ᐇ⦼はあるが一⯡的なྲྀ⤌ࡳが中心である 
2㸸ᐇ⦼は↓いがᐇ᪋᳨ウ中である 
1㸸ᐇ⦼も↓く᳨ウも行っていない 

 
アンケート調査の結果、化学ᮦ料、」写・印ๅ

機、精ᐦ機ჾ、自動㌴部ရ、ග学機ჾ、分析機ჾ、

✵調機ჾ、ᶞ⬡ᮦ料、情報通ಙ機ჾ、金属ᮦ料、

デジタル機ჾ等、17 社㸦21 事業）からᅇ⟅が得ら

れた。 
ᅗ 1 に、代⾲的な生⏘ᢏ⾡のセンター・࣐ザー

機能の重要ᗘ、⥭ᛴᗘ、ᐇ⦼の評Ⅼ結果㸦ྛ社ᅇ

⟅のᖹᆒ್）を♧す。 
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㸲㸬⪃ ᐹ 
 

アンケート調査結果から、センター・࣐ザー機

能のᐇ態について考察する。 

「㸦機能 1）生⏘ᢏ⾡㛤発機能」は、重要ᗘ、⥭

ᛴᗘとᐇ⦼の評Ⅼが同ഴ向にあり、センター・࣐

ザー機能がᡓ␎的に㐍められていると᥎察できる。 

一方で、「㸦機能 3）生⏘‽ഛ・❧上ࡆ機能」の 1

つである「生⏘現場のデ᩿・ᨵၿ」については、

重要ᗘ・⥭ᛴᗘにẚ࡭てᐇ⦼の評Ⅼが高い。これ

は、生⏘現場のデ᩿・ᨵၿがᾏ外ᣐⅬで自ᚊ的に

㐍められることがᮇᚅされているにもかかࢃらず、

いまだに日本のセンター・࣐ザー部門のᨭ᥼がᚲ

要とされているᐇ態が᥎ でき、本機能のᾏ外ᣐ

Ⅼ࡬の᪩ᮇ⛣㌿のᚲ要性がうかがえる。 

㏫に、重要ᗘ・⥭ᛴᗘの評Ⅼの高さに対してᐇ

⦼の評Ⅼが低い機能としては、「㸦機能 5）基‽・

つ᱁策定・ᩚഛ機能」の㸯つである「生⏘ᢏ⾡の

プラット࢛ࣇー࣒化」、「㸦機能 7）生⏘ᢏ⾡・ノウ

ウの保᭷・⵳✚機能」の㸯つである「生⏘ノウࣁ

ックス化」、「㸦機能࣎ラックࣈウのࣁ 8）ேᮦ⫱ᡂ

機能」の㸯つである「࣐ネジャ・⟶理者の⫱ᡂ」

があࡆられ、これらが௒ᚋの生⏘ᢏ⾡のセンタ

ー・࣐ザー機能として特にᙉ化す࡭き機能である

と考えられる。 

 

 

㸳㸬࡟ࡾࢃ࠾ 
 
 本報告では、௒ᚋのᾏ外生⏘ᣐⅬのᣑ大にࡴけ

て、日本の〇造業における生⏘ᢏ⾡のセンター・

 。ザー機能について考察した࣐
➨一に、日本の〇造業の生⏘ᢏ⾡部門の࣐ネジ

ャ࡬のインタࣗࣅー調査から、生⏘ᢏ⾡のセンタ

ー・࣐ザーとしてᚲ要な 8 つの機能を抽出し、ྛ 々

3 つの代⾲的な機能にᩚ理した。 
➨二に、代⾲的な機能の重要ᗘ、⥭ᛴᗘおよࡧ

機能ᐇ現のᐇ⦼をアンケート調査し、その結果か

ら、現ᅾの生⏘ᢏ⾡のセンター・࣐ザーの活動ᐇ

態や、௒ᚋᙉ化す࡭き機能について考察した。 
本報告では、主に日本ᅜ内にタ⨨されるコー࣏

レート部門やᅜ内工場・ᣐⅬで持つ࡭き生⏘ᢏ⾡

のセンター・࣐ザー機能を中心に調査・考察した。  
しかし、ᾏ外࡬の生⏘ᣐⅬ展㛤が一ᒙຍ㏿される

中、日本ᅜ内にタ⨨される生⏘ᢏ⾡のセンター・

ザー機能だけでは୙十分となる可能性も考えら࣐

れる。 
௒ᚋは、ᅜ内だけでなく、生⏘ᢏ⾡のセンター・

ᅜ内とᾏ、ࡆザー機能のᾏ外タ⨨まで範ᅖをᗈ࣐

外での機能分業もྵめた᳨ウ・考察を㐍めていく。 
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